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商⽤5G網を介した国産遠隔ロボット⼿術⽀援 プロジェクト概要

遠隔医療の発展

遠隔ロボット⼿術⽀援への
臨床応⽤
神⼾⼤学

医療ロボット技術
メディカロイド

通信技術
NTT ドコモ

通信ネットワークに接続できる
⼿術⽀援ロボットの開発

臨床使⽤に耐えうる
5Gネットワークの開発

社会実装

遠隔⼿術⽀援への応⽤
実証実験
臨床適⽤への条件設定
信頼性評価
市場リサーチ

発展のマネージメント
認定等の制度設計
ガイドラインの整備
業界団体の取り纏め
法整備の検討
拠点開発・企業誘致
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神⼾未来医療構想の事業概要

2020年度より内閣府、神⼾市による地⽅⼤学・地域産業創⽣交付⾦ 事業として、
・研究環境整備事業：ICCRＣ，ＭｅＤＩＰを中⼼とした拠点整備
・研究開発事業：⼿術のデジタル化によるデーター医療産業の創出、遠隔ロボット⼿術の技術開発
・⼈材育成事業：医⼯連携⼈材の育成のための新専攻・新学科の設置

神⼾⼤学

リサーチホスピタル
神⼾⼤学医学部附属病院国際がん医療・研究センター（ICCRC）

※テレサージャリーセンター等

参画企業
医療産業都市進出企業
地元中⼩企業・スタートアップ

シーズ

ニー
ズ

シーズ

共同研究・⼈材育成

神⼾市

神⼾未来医療構想

⾼度専⾨医療機関・研究機関・企業・各種ラボ・スタートアップ⽀援・産学連携施策 等
神⼾医療産業都市推進機構の専任コーディネーター

神⼾医療産業都市
のリソースインフラ

国産初の⼿術⽀援ロボット

•付加価値向上
•競争⼒強化

•企業誘致促進
• スタートアップ
集積

•経済発展
•⼈材集積
•新たなシーズや
ニーズの創出

hinotoriを核 とした
次世代・未来医療
システムを⽣み出す
ための研究開発と医
⼯連携⼈材の育成

エコシステム
形成

•社会的インパ
クトのある成
功事例創出

医⼯連携
⼈材輩出

新専攻 (2023年度)
新学科 (2026年度) 設置

若者の雇⽤創出



本⽇の内容
•⼿術ロボット開発のキーワードはナビゲーション

•⼿術ロボットとデジタル情報

•遠隔ロボット⼿術は今

•最近の競合国の動き

•将来への発展性



２

3つのNavigation

がん細胞標識、分⼦イメージン
グ、レーザー顕微鏡、8K内視鏡
によるNavigation System

⼿術画像データ・ログ
解析に基づく⼿術評価・
補助、⾃律制御ロボット

HinotoriTM
１）癌可視化

標的可視化による精緻⼿術ナビゲーション AIによる最適⼿術ナビゲーション

① がん細胞標識、分⼦イメージング、レーザー顕微鏡、8K内視鏡等によるハード
⾯からのナビゲーションアプローチ

② 集められた莫⼤な医療情報をAI等で解析し、⼿術技術の評価、指導といった
ソフト⾯からのナビゲーションアプローチ

③ ５Gによる機械間、病院間でのデータネットワークを確⽴することによって
様々な情報を開発センターへ収集するとともに、開発センターからの遠隔操作
等によるナビゲーションアプローチ

５Gネットワーキング
を活⽤した遠隔検査、
遠隔指導・遠隔⼿術、
アノテーション
システム

3）デジタル通信

５G通信による遠隔診断・⼿術
ナビゲーション

2）AIによる⼿術評価・補助

今後のロボット⽀援⼿術の発展性
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開腹⼿術



内視鏡下⼿術

低侵襲性の向上



ロボット⽀援⼿術

⼿術をするロボット
（オペレーションユニット）

操縦席
（サージョンコックピット）

医師 患者ロボット

アナログからデジタルへ



⼿術⼿技のデジタル化がもたらしたもの

⼿術⼿技情報
のデジタル化

ネットワーク化
ビッグデーター化
AI解析
シュミレーション

遠隔操作

⾃動・⾃律化ロボット

遠隔⼿術ロボット
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ロボットの動作をリアルタイムに再現（Digital Twin）



術前⼿術計画〜ポート配置シミュレーション〜

術前ポートシミュレーションを⼿術に反映

※表⽰画像は
イメージです

MINS
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手術室
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他社の手術用デバイス

RAS(Op)

内視鏡カメラ(動画データ)

手術室カメラ(動画データ)

メンテ用デバイス

Service & Support System

手術統合データ

動作ログ

DB

手術室

画像DB
手術画像

DB

検査情報(CT, MRIなど)

術前・術後セットアップ

受 付

AIシミュレータ

Medicaroid Intelligent Network System （MINS）

ネットワークサポートシステム

サポートセンター

手術モニタリング

リアルタイムサポート

トレーニング





遠隔ロボット⽀援⼿術指導（操作権の移⾏）

データ通信網

執⼑医師 患者ロボット

指導医師

執⼑医師

指導医師
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商⽤データ
通信網



本⽇の内容
•⼿術ロボット開発のキーワードはナビゲーション

•⼿術ロボットとデジタル情報

•遠隔ロボット⼿術は今

•最近の競合国の動き

•将来への発展性



医師対医師＋医師対患者

ロボットが治療を⾏う

より⾼度な技術が必要

モバイルネットワークを活⽤する遠隔医療



施設とロボット間、ロボット相互間をネットワーク化し、
医療情報の共有と遠隔でナビゲーションが⾏える仕組みの構築

必要条件
守秘義務
⼤量伝送
低遅延
同時多接続

のメリット

■施設別運⽤（Stand-alone）
■相互連携運⽤（Network）

⼿術動画⇒遠隔⼿術

ｶｽﾀﾏｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ

デジタル通信の⽬指すところ



5G Advanced Telerobotic Surgery 
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In space, robots 
could someday 
make housecalls for 
doctors far from 
astronauts. Virtual 
Incision Corp. last 
week announced 
that it will test its 
MIRA surgical 
robot's skills in a 
2024 technology 
demonstration 
mission aboard the 
International Space 
Station, or ISS. 

The Robotics Applications Conference 
from Robotics 24/7. 

August10,2022

RAC Homepageより転載
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無線を介した遠隔⼿術の問題点

接続性
無線通信は切れる

遅延
距離が離れれば遅延は増⼤

ポート作成・挿⼊ 臓器の剥離 ⾎管離断・⽌⾎ 吻合 ⽪膚縫合ドレーン留置
⾃動・⾃律化

遠隔操作



通信分野での発展性



無線通信の将来性

RTT
GEO:   200 msec
LEO:    9     msec
HAPS: 0.3  msec

HAPS Mobile社のHPより転載



NTT Homepage 2022/4/26 ニュースリリースより

宇宙通信導⼊への発展性





ロボット分野での発展性



無線を介した遠隔⼿術の問題点

接続性
無線通信は切れる

遅延
距離が離れれば遅延は増⼤

ポート作成・挿⼊ 臓器の剥離 ⾎管離断・⽌⾎ 吻合 ⽪膚縫合ドレーン留置
⾃動・⾃律化

遠隔操作



JAXA Homepageから

はやぶさ



JAXA はやぶさFact Sheet Ver2.3より転載

JAXAのはやぶさ遠隔操作の技術を遠隔ロボット⼿術へ









ご清聴ありがとうございました


